
「学校安心ルール」 大阪市立大淀小学校  

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

学習の時に 友だちに対して 先生に対して 自分やみんなが使うものに対して 
○しっかり話をきいて学習しよう 
○友だちといっしょに学ぼう 
・授業におくれない 

・授業をさぼらない 

○友だちと仲よくしよう 
○友だちと協力しよう 
・言葉やしぐさでからかう、ひやかす、無視するとい

ったことはしない  

○先生の言うことをしっかりきこう 
○すなおに話をきこう 
○正しく丁寧な言葉づかいで話そう 

・聞こえないふりをしない 

・言い訳をしない 

○自分や学校の物を大切に使おう 

・ランドセルや筆箱・ノートなど自分の持ち物に落書

きをしたり、こわしたりしない 

・授業中に立ち歩かない 

・授業に関係のない話をする、関係のないことをする、

わざと音をたてる、他の子にちょっかいをかけるな

ど、授業のじゃまになるようなことはしない 

・人の物をかってに使わない 

・友だちの物をかくさない  

・仲間はずれにしない 

・悪口やかげ口は言わない 

・友だちをたたかない 

・悪口やかげ口は言わない 

・バカにしたようなことをしたり言ったりしない 
・自分の机などに落書きをしない 

・教室や学校の物をかってに使わない 

・教室や学校の施設にいたずらをしない 

・教室や学校の物をこわさない 

 

＜基本的な考え方＞ 

○学校安心ルールは、学校がめざす子ども像とその達成に向けた指導の方針を明示することにより、子どもたちが、自己の目標を明確にもち、その達成に向けて主体的に取り組むことが

できることを目的として作成しました。 

○性格、学力、体力、家庭環境（生活背景）、成育歴などは、子どもたち一人一人によって全く違います。また、その日の体調や精神状態によっても表出される行動や態度はちがいます。

大淀小学校では、子どもたち一人一人の様子を常に把握し、子どもに寄り添い、家庭や地域の皆様と密に連携しながら、その子の状況に応じた指導を展開してまいります。 

※基本的な約束 

学校教育目標・めざす子ども像 学 校 の 指 導 方 針 

学校教育目標 

心豊かで たくましい子どもの育成 

よく考え 
自ら学び、自ら考
え、ねばり強く問
題を解決しようと
する子ども 

仲良く 
互いのよさを認
め、互いに高め
合う子ども 

たくましく 
自らの健康や
体力に関心を
もち、たくましく
生きる子ども 

＜その他の留意点＞ 

※子どもの思い、保護者の願いを受け止めることができるよう、常に保護者との連絡を十分にとります。 

※必要に応じて、教育委員会事務局、区役所、こども相談センター、大淀警察等、関係諸機関と連携して対応します。 

○子どもに意欲・自信をもたせます  ・子どものよいところをみつけます 

                  ・みつけたよいところを本人や周囲の子どもに伝えます 

                  ・みつけたよいところを保護者に伝えます 

○子どものがんばり（努力）を認めます・結果だけで判断せず、過程をみつめます 

                  ・その子ががんばったことをほめます 

                  ・がんばったこと、できるようになったこと、のびたことを 

                   記録に残します 

○子どものやさしさをのばします   ・ちょっとしたやさしい行動を見逃さずほめます 

                  ・うれしい気持ちは、言葉にして伝えます 

                  ・一度ほめたことを、繰り返しほめます 

※ケガにつながる・心を傷つける・他の人にめいわくをかけるなど、許してはいけない言動には、 

毅然とした指導をします 

※子どもの命を預かっているという自覚と使命感をもって指導します 

※地域と連携した教育を展開します 

校  訓 


